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1．はじめに 

テラヘルツ波を用いたイメージングを実施

する際、イメージング分解能と、深さ方向も含

めた測定領域の大きさにはトレードオフの関

係が存在する。テラヘルツ波を集光した場合、

原理的には回折限界程度の高分解能が得られ

るが、レンズの焦点深度の問題からサンプルの

深さ方向の情報を得ることが難しくなる。一方、

コリメートビームを用いた場合、深さ方向の情

報は比較的得やすいが、イメージング分解能は

ビーム径で限定される。 

我々は、電波領域や超音波領域で活用されて

いる解析技術を導入し、コリメートビームを用

いながらも、回折限界程度の高分解能化を得る

試みを行っている。具体的には、合成開口アレ

イ技術、もしくは振幅相関合成映像化法により

イメージングの高分解能化を試み、かつ、レー

ダポーラリメトリにより物質の判別を行う。 

 

2．実験系 

本実験系の外観を図 1 に示す。コリメートさ

れたテラヘルツ波をサンプルに照射し、受信器

を円弧状に移動させて反射信号の時間波形を

取得する。合成開口アレイでは周波数領域での

解析、振幅相関合成映像化では時間領域での解

析を実施する。この目的のために、ファイバー

結合型の光伝導アンテナによるテラヘルツ波

パルス発生装置を構築している。レーダポーラ

リメトリでは、送信テラヘルツ波および受信テ

ラヘルツ波の偏光を V および H からなる 4 通

りの組み合わせで測定を行い、偏波シグネチャ

の推定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 実験系外観. 

3．実験結果 

金属板ターゲットに対して、合成開口アレイ

による解析を実施した。アレイ素子間の受信位

相特性を分析することで、反射位置の推定が可

能である事が確認できた。また、市販のロンキ

ーパターンをターゲットとして、レーダポーラ

リメトリによる偏波シグネチャの推定を行っ

た。図 2 に示すように、金属パターンサイズと

テラヘルツ波長の関係に対応した反射特性の

変化が確認できた。詳細は当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. ロンキーパターンの偏波シグネチャ 
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